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 “いぼなしきゅうり”おいしいね！

まちのデータ（2012.6.1現在）
人　口 80,591（－  29）
　男 39,970（－  30）
　女 40,621（＋   1）
世帯数 32,786（＋  25）
（　）内は前月との比較

今月は、いよいよロンドン
オリンピックが始まるね。
ぼくも、日本代表のみなさ
んを応援するよ！

表紙写真：６月15日、本庄南小学校１年１組のみなさんの給食

の様子です。藤田地区で栽培されたいぼなしきゅうり（品種：

フリーダム）を使ったサラダは、子どもたちから「おかわり」

の手があがるほど好評でした。

　いぼなしきゅうりは、６月15日・18日・19日の３日間にわ

たり本庄上里学校給食センターでサラダに調理され、各小中学

校に提供されました。

●  気温の高い日は熱中症に注意してね ……………………………………２
●  平成24年度本庄市職員採用試験を実施します…………………………４
●  市長への手紙 ………………………………………………………………10
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………14
●  “涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦２０１２…………………………24

● 今月の主な内容
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平成24年7月1日号

７
月
か
ら
平
成
24
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

気温の高い日は

熱中症に
注意してね
熱中症に
注意してね

23

　７月から８月は真夏日や猛暑日といった
気温の高い日が続き、熱中症になりやすい
時期です。発症する前に正しい知識を持ち、
早めの予防と対策をとりましょう。
★本庄市保健センター☎㉔２００３

　熱中症は、暑さで体温を上手に調整す
ることができなくなった状態で、めまい
や頭痛、吐き気などの症状が見られます。
　高温・多湿などの状況であれば、日中
の炎天下だけでなく、室内や夜間でも発
生することがあります。
《熱中症にかかりやすい人》
・高齢者
・乳幼児
・肥満の人
・暑さに慣れていない人
・病気や体調の悪い人

・ 涼しい日陰や冷房の効いた涼しいとこ
ろに移動しましょう。
・衣類を緩めて休みましょう。
・ 氷や冷たい水でぬらしたタオルなどで
手足を冷やしましょう。
・ 体調が回復しない場合は、医療機関に
相談しましょう。

●暑さを避けましょう
　屋外では帽子をかぶる、日傘をさす、日陰
を選んで歩くなど、暑さ対策をしましょう。

●こまめに水分・塩分を補給しましょう
　のどが渇かなくても、水分や塩分をこまめ
に補給しましょう。

●服装に気をつけましょう
　通気性の良い明るい色調の生地で、肌に密
着せず、首や手足にゆとりのあるものを選び
ましょう。

● 節電を意識するあまり、熱中症予防を
忘れないようにしましょう

　気温や湿度が高い日には、無理せずエアコ
ンなどの冷房機器を使用しましょう。

●互いに呼びかけることが大切です
　自分だけでなく、近所や知り合いの人の体
調にも気配りしましょう。特に、高齢者や乳
幼児は、体温の調整が十分にできないため、
十分な注意が必要です。

予防が大切 熱中症とは

体調がおかしい
と思ったら

所得基準額 月額保険料
 （24年度）

全額免除・若年者納付猶予 （扶養親族等の数+１）×35万円＋22万円 0円
４分の３免除  78万円+(扶養親族等の数×38万円*)＋社会保険料控除等 3,750円
半額免除 118万円+(扶養親族等の数×38万円*)＋社会保険料控除等 7,490円
４分の１免除 158万円+(扶養親族等の数×38万円*)＋社会保険料控除等 11,240円
学生納付特例 118万円+(扶養親族等の数×38万円*)＋社会保険料控除等 0円

◆免除の所得基準額

＊扶養親族等が老人控除対象配偶者又は老人扶養親族であるときは48万円、特定扶養親族又は控除対象扶養親族である
ときは63万円。（老人扶養親族：70歳以上、特定扶養親族：19歳～23歳未満、控除対象扶養親族：16歳～19歳未満）

国民年金の
受給資格期間

老齢基礎年金を受けると
き ( 全額納付した場合の
年金額と比較した場合 )

障害･遺族基礎年
金を受けるとき

追納（後から保険料を納付）
するとき

全額免除

算入されます

年金額に８分の４が反映

保険料納付済期
間と同じ扱いで
す

10 年以内（保険料を追納
する場合、承認を受けた期
間の翌年度から起算して３
年度目から当時の保険料に
加算がつき高くなります。）

４分の３免除 年金額に８分の５が反映
半額免除 年金額に８分の６が反映
４分の１免除 年金額に８分の７が反映
若年者納付猶予・
学生納付特例 年金額には反映されません

◆免除や納付猶予等を受けた期間の取り扱い

※「４分の３免除」「半額免除」「４分の１免除」を受けた場合、残りの保険料（納付すべき保険料）を納付しないと
未納期間となり、その期間分は追納できません。
※学生の場合は、学生納付特例の規定が優先となります。

　

失
業
や
所
得
が
少
な
く
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き
は
、
免
除
制
度
や
納
付
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
適
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
お
早
め
に
市
民
課
年
金
保
険

係
（
市
役
所
１
階
）
又
は
市
民
福

祉
課
市
民
係
（
総
合
支
所
１
階
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
度
に
全
額
免
除
又

は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
人（
失

業
等
に
よ
る
免
除
の
特
例
認
定
者

を
除
く
）
で
、
継
続
審
査
を
希
望

し
て
い
る
人
は
、
平
成
24
年
度
の

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
、

年
金
事
務
所
か
ら
郵
送
さ
れ
る
通

知
で
結
果
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

象　

30
歳
未
満
の
人
（
学
生
を

除
く
）
で
、
本
人
・
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

対 

象　

本
人
（
学
生
を
除
く
）・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
人

承
認
期
間　

７
月
か
ら
翌
年
６
月

承
認
期
間　

７
月
か
ら
翌
年
６
月

対 

象　

学
生
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
人

承
認
期
間　

４
月
か
ら
翌
年
３
月

に
は
、
表
面
と
裏
面
両
方
の
コ

ピ
ー
）
又
は
在
学
証
明
書

⑤ 

１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人

は
１
月
１
日
の
住
所
地
で
の
所

得
証
明
書（
控
除
の
内
訳
あ
り
）

※
申
請
が
遅
れ
て
も
、
免
除
や
若

年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
申
請

年
度
の
７
月
ま
で
、
学
生
納
付
特

例
に
つ
い
て
は
４
月
ま
で
遡
っ
て

承
認
さ
れ
ま
す
が
、
申
請
日
前
に

生
じ
た
事
故
や
病
気
に
よ
る
障

害
・
死
亡
に
つ
い
て
は
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
の
手
続
き
を
お
勧

め
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
せ
は
左
記
へ

★ 

市
民
課
☎
㉕
１
１
１
４
、
市
民

福
祉
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

３
３
３
）、
熊
谷
年
金
事
務
所

☎
０
４
８―

５
２
２―

５
１
５

８

　

申
請
す
る
年
度
又
は
前
年
度
に

お
い
て
退
職
（
失
業
）
し
た
場
合

は
、
特
例
で
退
職
者
本
人
の
給
与

所
得
に
つ
い
て
は
審
査
が
不
要
と

な
り
ま
す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が

退
職
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
、
世
帯
主
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は

保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
持
参
す
る
も
の　

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③ 

平
成
23
年
度
又
は
平
成
24
年
度

に
失
業
し
た
人
は
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
又
は
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し

④ 

学
生
の
場
合
は
、
新
学
年
の
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
。
た
だ
し
、

有
効
期
限
が
裏
面
記
載
の
場
合

保
険
料
免
除
制
度

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例

学
生
納
付
特
例
制
度

７
月
か
ら
平
成
24
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

◎
行
動
目
標

・
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

・
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

・
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う

◎
重
点
事
項

・
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ

い
て
の
理
解
促
進

・
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進

【
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す
】

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
期
間
中
に
、「
青
少
年
非
行
防
止

運
動
」
と
合
わ
せ
て
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
７
月
13
日
㈮

場
所　

市
役
所
、
本
庄
駅
、
ベ
ル

ク
本
庄
店
、
本
庄
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ
、

ア
ピ
タ
本
庄
店
、
ビ
バ
ホ
ー
ム

本
庄
店

○
７
月
15
日
㈰

場
所　

こ
だ
ま
夏
ま
つ
り
会
場

【
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
】

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
少
年
鑑

別
所
の
役
割
等
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
27
日
㈮

　

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

セ
ル
デ
ィ

講
師　

鈴
木　

明
人　

氏
（
さ
い

た
ま
少
年
鑑
別
所
所
長
）

演
題　
『
非
行
少
年
の
現
況
と
青

少
年
の
健
全
育
成―

少
年
鑑
別

所
の
実
務
か
ら―

』

費
用　

無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
保
護

に
あ
な
た
の
愛
の
手
と
あ
た
た
か

い
心
を
！　
　
　
　
　
　
　

　

７
月
中
、
次
の
団
体
が
愛
の
募

金
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
本
庄
市
更
生
保
護
女
性
会

・
本
庄
市
児
玉
町
更
生
保
護
女
性
会

・
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
、

　

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
１

(

内
線
３
１
２)

校
の
創
造

◎
地
域
の
役
割

　

 

子
育
て
の
経
験
や
知
恵
を
生
か

　

最
近
、
脱
法
ハ
ー
ブ
と
称
し
て
、

薬
物
を
含
む
お
香
等
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
使
用
後
に
、
吐
き
気

や
意
識
障
害
で
救
急
搬
送
さ
れ
る

事
例
が
起
き
て
お
り
、
大
変
危
険

な
も
の
で
す
の
で
、
絶
対
に
手
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

脱
法
ハ
ー
ブ
は
、
化
学
物
質
を

植
物
片
等
に
混
入
さ
せ
た
も
の
で
、

麻
薬
や
薬
事
法
で
規
制
す
る
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
お
香
」や「
ア
ロ
マ
キ
ッ

ド
」
な
ど
と
使
用
方
法
を
偽
っ
て
、

脱
法
ハ
ー
ブ
に
は
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
で
！

平成２４年度本庄市職員採用試験を実施します

　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

で
は
、
分
権
時
代
を
担
う
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
埼
玉
県
内
市
町
村
職

員
採
用
合
同
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー
ス
で
は
、

市
町
村
の
特
色
や
職
員
の
募
集
状
況
、
勤

務
条
件
、
仕
事
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
採
用

試
験
や
面
接
試
験
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
場
料
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退
場
自

由
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

※
市
で
は
、
合
同
説
明
会
に
お
い
て
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈬　

午
後
１
時
〜
６
時

※
入
場
は
午
後
５
時
ま
で
。

会 

場　

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w

w
w
.h
ito
zu

　

ku
ri.o
r.jp
/n
a
vi/

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
彩
の
国
さ
い
た
ま

人
づ
く
り
広
域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
４
８―

６
６
４―

６
６

８
１
・
Ｆ

０
４
８―

６
６
４―

６
６
６

７
）
へ

★行政管理課☎㉕１１６０

店
舗
で
の
対
人
販
売
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
販
売
、
自
動

販
売
機
に
よ
る
販
売
な
ど
、
様
々

な
形
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
安
易

に
入
手
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

県
で
は
、
脱
法
ハ
ー
ブ
の
販
売

店
に
対
す
る
監
視
指
導
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
薬
物
乱
用
防
止
教
室
等
を
通

じ
て
、
脱
法
ハ
ー
ブ
の
危
険
性
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

★ 

埼
玉
県
薬
務
課
☎
０
４
８―

８

３
０―

３
６
３
３

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
が
、
今
日

の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
違
法
・
有
害

情
報
の
ま
ん
え
ん
を
は
じ
め
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
学
校
が
夏
休
み
に
な
る

７
月
か
ら
８
月
は
、
子
ど
も
た
ち

が
非
行
に
陥
り
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
毎
年
７
月

を
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

特
別
強
調
月
間
」
と
定
め
、
市
町

村
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
・
家
庭
・

学
校
・
地
域
住
民
が
連
携
し
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の

運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
青
少
年
の
非
行
根
絶
を
願
う

気
持
ち
を
身
近
な
行
動
に
移
し
、

社
会
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
県
民
と
し
て
の
取
組
】

◎
家
庭
の
役
割

　

 

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
の

育
成

◎
学
校
の
役
割

　

 

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
々
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
学

し
た
声
か
け

◎
社
会
全
体
の
役
割

　

 

子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
環
境

づ
く
り

★ 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

本
庄
事
務
所
☎
㉔
１
１
１
０

◆採用予定年月日　平成25年４月１日
◆募集職種等（詳しくは受験案内をご覧ください。）

募集職種 試験区分 募集人数 受　　　験　　　資　　　格

一般事務職

大卒程度
20人程度

昭和57年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人

高卒程度 平成３年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人

身体障害者
対象

若干名

次のすべての要件を満たしている人
・昭和52年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人
・身体障害者手帳の交付を受けている人
・ 自力による通勤、介護なしでの職務遂行及び活字印刷による
筆記試験に対応できる人

技術職

土木
大卒程度

若干名
昭和52年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人

高卒程度 平成３年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人

建築
大卒程度

若干名
昭和52年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人

高卒程度 平成３年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人

※試験区分は、学歴要件ではなく試験問題の内容による区分です。
※地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人は受験できません。
◆受験案内・申込書の配布期間　７月２日㈪～８月10日㈮　※郵送請求の場合は８月３日㈮必着。
◆配布方法　
　①行政管理課（市役所３階）及び総務課（総合支所２階）で配布
　※土・日・休日を除く午前８時30分～午後５時15分
　②市ホームページ(http://www.city.honjo.lg.jp/)からダウンロード
　③ 郵送請求　返信用封筒（Ａ４判の用紙が折らずに入る封筒に１２０円分の切手を貼り、請求者の郵便番号・
住所・氏名を記入したもの）を同封のうえ請求してください。

　・郵送する封筒の表には「受験案内請求」と朱書きしてください。
　・返信用封筒の請求者の氏名の後には「様」を記入してください。
　◎請求先　〒３６７－８５０１　本庄市本庄３－５－３　
　　　　　　本庄市総務部行政管理課職員係　宛
◆申込期間　８月８日㈬～ 11日㈯　午前９時～午後５時
　　　　　　（11日㈯は正午まで）
◆申込方法　所定の申込書等を市役所３階特別会議室（11日㈯は
　　　　　　市役所１階市民ホール）まで本人が直接持参
　　　　　　※郵送での申し込みはできません。
◆第１次試験日　９月16日㈰　

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用

合
同
説
明
会
を
開
催

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

〜
地
域
ぐ
る
み
で
非
行
を
防
止
し
よ
う
〜

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
特
別
強
調
月
間
で
す

九都県市共同啓発ポスター
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犬
の
飼
い
主
は
、
犬
の
生
涯
に

１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
人
や

未
登
録
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

犬
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
集
合
狂

犬
病
予
防
注
射
の
日
程
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

最
寄
り
の
動
物
病
院
等
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
集
合
注
射
で
予
防
注
射

を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物

病
院
等
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
予
防
注
射
料
金
は
、
動
物
病
院

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。）

◎
犬
の
登
録

　

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市

民
福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）
で

登
録
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
、
犬
鑑
札
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

登
録
料　

３
、０
０
０
円
（
１
頭
）

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

　

動
物
病
院
等
で
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
た
後
、
獣
医
師
が
発
行

す
る
注
射
済
証
明
書
を
持
参
し
、

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市
民

福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
を
交
付
し
ま

す
。

注 

射
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０

円
（
１
頭
）

※
動
物
病
院
等
で
注
射
す
る
場
合

は
、
そ
の
場
で
犬
の
鑑
札
及
び
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
動
物
病
院
（
本
庄
市
・

児
玉
郡
内
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、

直
接
、
動
物
病
院
等
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
飼

い
犬
の
首
輪
な
ど
に
装
着
し
て
く

だ
さ
い
。

・
市
外
か
ら
の
転
入

　

転
入
前
の
市
区
町
村
で
交
付
さ

れ
た
鑑
札
又
は
そ
の
他
登
録
済
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
持
参

し
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は

市
民
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

犬
鑑
札
を
無
償
で
交
付
し
ま
す
。

・
市
外
へ
の
転
出

　

本
庄
市
で
交
付
さ
れ
た
鑑
札
を
、

転
出
先
の
市
区
町
村
に
持
参
し
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
犬
の
死
亡
・
犬
の
登
録
事
項
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
左
記
へ

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

平成24年度児玉郡市広域市町村圏組合職員採用試験を実施します

●試験区分　消防職員（一般）・消防職員（救急救命士）
●採用予定人数　８人程度
●受験資格
　①消防職員（一般）　
　・ 昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生
まれた人

　②消防職員（救急救命士）　
　・ 救急救命士の資格を有する人又は申込日において、
すでに救急救命士国家試験に合格し、平成25年３
月31日までに資格を取得する見込みの人で、昭和
57年４月２日以降に生まれた人

　※次のいずれかに該当する人は受験できません。
　・日本国籍を有しない人　
　・ 地方公務員法（昭和25年法律第２６１号）第16条
に規定する欠格事項に該当する人

●試験日　
　〈一次試験〉　９月16日㈰
　　教養試験・消防適正検査・作文試験を行います。
　〈ニ次試験〉　10月下旬を予定
　　 一次試験合格者を対象に、体力試験・集団討論面接
試験を行います。

　〈三次試験〉　11月中旬を予定
　　二次試験合格者を対象に、個人面接試験を行います。
　・身体検査　11月下旬を予定
　　成績上位者を対象に、身体検査を行います。

　

本
庄
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
、
現
在
赤
色
の
「
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」
又
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、

認
定
証
の
有
効
期
限
が
７
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
以
降
も
引
き
続
き
制
度
を

利
用
し
た
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

７
月
25
日
㈬
〜
８
月

31
日
㈮

受
付
場
所　

・
保
険
課
（
市
役
所
１
階
）

・
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）

用
意　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
印
鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す

る
も
の
）

◎
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
未
満
の
人
が
、
入
院
治
療

又
は
高
額
な
外
来
診
療
（
４
月
１

日
か
ら
適
用
）
を
受
け
る
場
合
に
、

限
度
額
適
用
認
定
証
を
病
院
の
窓

口
へ
提
示
す
る
こ
と
で
、
所
得
区

分
に
応
じ
た
負
担
額
ま
で
の
支
払

い
に
な
り
ま
す
。

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
の
予

定
が
あ
り
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

た
い
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
認
定
証
は
、
申
請
し
た
月
の
初

日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

る
と
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

世
帯
員
の
中
に
転
入
や
未
申
告
等

に
よ
り
所
得
不
明
者
が
い
る
場
合

に
は
、
正
し
い
所
得
区
分
の
認
定

証
が
発
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

★ 

保
険
課
☎
㉕
１
１
１
６
、
市
民

福
祉
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

３
１
６
）

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
の
ご
案
内

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ

う
　

風
邪
な
ど
の
軽
い
病
気
で
あ
れ

ば
、
大
き
な
病
院
で
も
身
近
な
開

業
医
で
も
治
療
内
容
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
近
く
の
開

業
医
を
か
か
り
つ
け
医
に
選
び
、

必
要
な
場
合
に
適
切
な
医
療
機
関

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◆
時
間
外
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

診
療
時
間
外
に
受
診
す
る
と
、

医
療
費
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

緊
急
を
要
す
る
重
症
患
者
へ
の
治

療
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
緊
急
の
場
合
以
外
は
、
診

療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

重
複
受
診
は
、
そ
の
度
に
初
診

料
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
何
度
も

検
査
や
処
置
、
投
薬
な
ど
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
体
に
も
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
同
じ
病
気
で
複
数
の

医
療
機
関
を
自
己
判
断
の
み
で
受

診
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用

し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬

と
同
様
に
、
薬
事
法
に
基
づ
き
厚

生
労
働
省
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
る

薬
で
、
安
全
性
も
効
き
目
も
立
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
の
指
示
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
更
で
き
ま
す
。
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
積
極
的

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う

　

病
気
の
発
見
が
遅
れ
る
と
病
気

が
進
行
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
治

療
期
間
の
長
期
化
や
医
療
費
の
負

担
増
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
病
気

の
予
防
、
早
期
発
見
・
治
療
の
た

め
に
も
年
に
１
度
は
特
定
検
診
や

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

★
保
険
課
☎
㉕
１
１
１
６

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

て
い
る
家
庭
の
保
護
者
）
と
子

ど
も　
　
　

・
父
又
は
母
が
一
定
の
障
害
に
あ

る
家
庭
の
親
と
子
ど
も

※
「
子
ど
も
」
と
は
、
18
歳
に
達

し
た
年
度
の
末
日
ま
で
の
人
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の

人
）
で
す
。

用
意

①
申
請
者
と
子
ど
も
の
健
康
保
険

　

証
②
通
帳
（
申
請
者
名
義
の
も
の
）

③
印
鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も

の
）

④
申
請
者
と
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本

　
（
申
請
者
が
養
育
者
で
あ
る
と

き
は
子
ど
も
の
父
母
の
戸
籍
又

は
除
籍
謄
本
も
必
要
）

⑤
所
得
・
課
税
証
明
書
（
平
成
24

年
１
月
１
日
の
住
所
が
市
外
の

人
）

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
又
は
申
請
中
の
人
は
、
児
童
扶

養
手
当
証
書
を
提
示
す
る
こ
と
で

④
の
書
類
を
省
略
で
き
ま
す
。

※
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

保
険
課
☎
㉕
１
２
４
５
、
市
民

福
祉
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

３
１
６
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給

制
度
は
、
母
子
家
庭
等
を
対
象
に
、

医
療
機
関
で
支
払
っ
た
医
療
費
の

一
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ

た
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象

・
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
親
と

子
ど
も

・
養
育
者
（
親
が
い
な
い
た
め
、

親
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を
育
て

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か
？

●受付期間
　８月１日㈬～７日㈫
　午前８時30分～午後５時15分
●申込手続
　 応募書類に必要事項を記入のうえ、児玉郡
市広域市町村圏組合総務課へ受験者本人が
持参
　 ※救急救命士の受験を希望する場合は、受
験資格を満たす書類を持参してください。
●応募書類
　児玉郡市広域市町村圏組合総務課で配布
　 ※郵送による請求の場合は、封筒の表に「職
員採用試験申込書請求」と朱書きし、返信
用封筒（Ａ４版が入る封筒に１４０円切手
を貼付し、宛名を記入）を同封してください。

　応募書類の請求及びお問い合わせ先
　〒３６７－０２０４　児玉町蛭川９１５－１
　児玉郡市広域市町村圏組合　総務課管理係
　☎72２２４１
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でんごん広場
みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集行 募

宛 先
〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは７月13日㈮必着です。

掲載希望・掲載申し込みは、秘書
広報課（☎㉕１１５５）へ

★ ８月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

金
かね

田
た

　琉
りゅうと

音ちゃん・珀
はく と 

音ちゃん
（久々宇）〈平成20・23年生まれ〉

古
こ

井
い

戸
ど

　隆
りゅうすけ

佑ちゃん（本庄３丁目）
〈平成22年生まれ〉

伊
い

藤
とう

　陽
ひ

向
なた

ちゃん（西五十子）
〈平成23年生まれ〉

いつも元気
いっぱいの
２人。これ
からも兄弟
仲良しでい
てね

アイス大好きりゅ
うくん。みんな
を笑顔にしてく
れてありがとう！
㊗２歳！おめで
とう。

１歳のお誕生日
おめでとう。元
気いっぱいの陽
向、いつも素敵
な笑顔をありが
とう

市
いちかわ

川　大
だい

揮
き

ちゃん（児玉町児玉）
〈平成21年生まれ〉

３歳おめでとう
ママの手伝いを
してくれる優し
い子。みんなの
支えになってく
れてありがとう。

川
かわ

邊
べ

　陽
ひ

愛
いな

ちゃん（児玉町秋山）
〈平成22年生まれ〉

祝２歳!!歌に合
わせて踊る姿が
とても可愛い陽
愛いつまでも
明るく元気に育っ
てね。

小
こ

池
いけ

　希
き

来
ら

ちゃん（児玉町八幡山）
〈平成23年生まれ〉

㊗1歳!!元気いっ
ぱいに大きくなっ
てねいつもた
くさんの笑顔あ
りがとう

行

緑のカーテンづくりで交流
　５月18日、県立本庄北高等学校の３年生15人が仁手小学校
に出向き、４年生以上の児童33人と一緒にゴーヤを植え、緑の
カーテンづくりを行いました。
　本庄北高等学校は、今年度を最後に本庄高等学校と統合する
ため、最後の交流となりました。用意した15本のゴーヤの苗を
植えたあと、高校生が手品のパフォーマンスと凧

たこ

づくりを行う
など、お兄さんお姉さんとの交流に、小学生も笑顔が一杯にな
り楽しい時間を過ごしていました。

７月生まれのみんな

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
の
建
築
基

準
法
改
正
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
を
行
う
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
居

住
者
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
補
助

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
業
者
と

の
契
約
及
び
工
事
等
を
行
う
前
に

所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

地
震
の
と
き
、
あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
安
全
で
す
か
？

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み

な
さ
ん
が
出
し
あ
っ
た
会
費
に
よ

り
、
交
通
事
故
で
死
亡
・
け
が
を

し
た
人
へ
見
舞
金
を
支
払
う
相
互

扶
助
制
度
で
す
。

　

万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

共 

済
期
間　

加
入
日
の
翌
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日

会
費

　

一
般　
　
　
　
　

９
０
０
円

　

中
学
生
以
下　
　

５
０
０
円

申 

込
方
法　

加
入
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
会
費
を
添

え
て
下
記
の
申
込
先
へ

耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度

平
成
24
年
度
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の

加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

対
象
建
築
物

・
耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度
の

対
象
建
築
物
に
該
当
し
た
建
築

物
で
あ
る
こ
と

・
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評

点
が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ

た
建
築
物
で
あ
る
こ
と

補
助
対
象
者

・
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
人
（
居
住
者

と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、

所
有
者
も
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
）

・
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

耐
震
改
修
の
補
助
金
の
交
付
を

請
求
で
き
る
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
耐
震
改
修

・
建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建

※
申
込
書
は
、
各
申
込
先
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
今
回
か
ら
広
報
紙

と
同
時
配
布
は
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
先

・ 

最
寄
り
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
（
12
月
末
日
ま
で
）

・
自
治
防
災
課
（
市
役
所
３
階
）

・
総
務
課
（
総
合
支
所
２
階
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
自
治
防
災
課
☎
㉕
１
１
１
８
、

　

 

総
務
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

２
１
３
）

と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、

所
有
者
も
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
）

・
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

耐
震
診
断
の
補
助
金
の
交
付
を

請
求
で
き
る
こ
と

補
助
金
額

・
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

築
士
が
耐
震
改
修
設
計
を
行
う

こ
と

・
耐
震
改
修
の
設
計
図
は
、
耐
震

改
修
実
施
後
の
耐
震
診
断
で
所

定
の
構
造
強
度
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の

・
耐
震
改
修
工
事
の
工
事
監
理
及

び
現
場
検
査
を
建
築
士
事
務
所

に
所
属
す
る
建
築
士
が
行
う
こ

と
補
助
金
額

・
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

の
15
・
２
％
（
上
限
20
万
円
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
建
築
開
発
課
☎
㉕
１
１
４
０

対
象
建
築
物

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事

に
着
手
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住

宅
又
は
店
舗
部
分
が
２
分
の
１

未
満
の
併
用
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増

改
築
を
し
て
い
な
い
こ
と

・
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下
で

あ
る
こ
と

・
耐
震
診
断
の
補
助
対
象
者
本
人

又
は
１
親
等
以
内
の
親
族
が
所

有
し
て
い
る
こ
と

補
助
対
象
者

・
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
人
（
居
住
者

耐
震
改
修
補
助
金
交
付
制
度

　

去
る
４
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
た

元
市
議
会
議
員
の
栗
田
吉
明
氏（
山

王
堂
）
に
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。故 栗田 吉明 氏

　

農
業
共
済
組
合
推
薦
委
員
の
倉

林
栄
市
氏
が
５
月
31
日
付
で
退
任

さ
れ
、
６
月
１
日
付
で
新
た
に
小

林
知
之
氏
が
農
業
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

小林 知之 氏

　

５
月
18
日
、
種
村
朋
文
氏
（
前

原
２
丁
目
）
が
日
本
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

種村 朋文 氏

叙　

位　

叙　

勲

農
業
委
員
に
小
林
知
之
氏

第
57
回
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
で
表
彰

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
三
上
ヒ
ナ
ツ
さ
ん
（
明
治
45

年
５
月
12
日
生
ま
れ
）、
石
森
音

次
郎
さ
ん
（
明
治
45
年
６
月
11
日

生
ま
れ
）
に
吉
田
市
長
か
ら
お
祝

い
の
「
寿
状
」
を
贈
り
ま
し
た
。

（写真提供：埼玉県立本庄北高等学校）

三上 ヒナツ さん
（北堀）

石森 音次郎 さん
（児玉町稲沢）

募

募児玉テニスクラブ
日時　毎週火曜日　
　　　午後７時～９時
場所　児玉共栄公園テニスコート
対象　小学生以上
費用　入会金　1,000円
問い合わせ　飯野☎090-4934-4235

第24回児玉絵画クラブ絵画展
日時　  ７月14日㈯～ 16日㈷　
　　　午前９時～午後５時
会場　セルディ
費用　無料
問い合わせ　佐久間☎720915

　　アニマルセラピー
子供サポート教室　　　  

日時　毎月第３土曜日　
　　　午前10時～ 11時30分
会場　中央公民館
対象　不登校の子どもとその保護者
費用　無料
問い合わせ　折茂☎㉑6632
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平
成
23
年
度
の
投
稿
総
数
は
、

２
６
４
通
。
そ
の
う
ち
匿
名
の
も

の
や
回
答
を
希
望
し
な
い
も
の
、

急
を
要
す
る
な
ど
の
判
断
で
担
当

課
が
対
応
し
た
結
果
、
回
答
不
要

と
な
っ
た
も
の
等
を
除
く
１
０
３

通
に
つ
い
て
文
書
で
回
答
し
ま
し

た
。
同
意
が
あ
っ
た
も
の
66
件
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
公
開
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
匿
名
で
の
投
稿
に
も

市
長
が
す
べ
て
に
目
を
通
し
、
担

当
部
署
に
回
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

郵 

便　

左
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
り
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
封

筒
の
形
に
折
り
込
み
、
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
用
紙

は
市
役
所
総
合
案
内
や
図
書
館
・

公
民
館
等
に
も
備
え
つ
け
て
い

ま
す
。）

イ 

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
市

長
の
部
屋
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

フ
ォ
ー
ム
に
し
た
が
っ
て
入
力

し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

フ 

ァ
ッ
ク
ス　

番
号
は
、
Ｆ

㉑
８

４
９
９
で
す
。
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
等
を
記
入
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
市
長
あ
て
に
、
市

政
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
提
案
等
を
手
紙
や
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
市
と
し
て
の
公
式
な
回
答
を
作
成
し
、
市
政
運
営
や
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
制
度
で
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、

市
長
が
直
接
拝
見
し
、
担
当
部
局
と
調
整
・
検
討
の
う
え
、
回
答
し

ま
す
。
身
近
な
要
望
か
ら
市
の
事
業
へ
の
提
案
な
ど
、
今
後
も
た
く

さ
ん
の
お
手
紙
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成２３年度 市長への手紙…総数２６４通

★秘書広報課　☎㉕１１５５

◎平成23年度「市長への手紙」の内訳

　 手紙 電子メール 計

回答したもの 36 67 103

各課対応 12 14 26

匿名 22 76 98

その他 16 21 37

計 86 178 264

※その他は、回答を希望しないもの、内容がこの
制度の主旨にあわないもの等です。

◎回答の内訳

電子メール

④回答（郵便）

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
次
の

よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

都 市 基 盤 11 本庄早稲田駅駐車場、公園、通学路など

福祉・医療 19 国保、医療費、保育、学童保育など

教育・文化 14 学校給食、体育施設、禁煙など

まちづくり 31 放射線量測定、防災無線、住居表示など

産業・経済 4 地域情報誌、花火大会、雇用など

生 活 環 境 8 自然エネルギー、ごみ収集、犬の糞処理など

そ の 他 16 職員対応、市税納付など

計 103

たくさんのご意見・ご提案ありがとうございました

13

「市長への手紙」の回答は、市ホームページ「市長の部屋」で公開しています
一部ですが、広報紙でも要約してお知らせします

Q　この度の震災による原発災害の影響もありエネ
ルギーシフトが大変な注目を集めております。
　この際にメガソーラーなど自然エネルギー事業の
誘致はお考えでしょうか？

A　メガソーラーの建設については、ぜひ誘致をし
たいところではありますが、実現のためには大きな
課題がありますので、引き続き調査・研究を進めて
まいりたいと考えております。
　また、自然エネルギー事業を推進するためには、
国の方針やこれに基づく法整備が必要となることか
ら、現段階では、今後の議論の行方を見定めること
が大切であろうと考えます。
　このような状況の中、自然エネルギーに関する取
り組みといたしまして、早稲田大学、企業、関係機
関が加盟する本庄国際リサーチパーク研究推進機構
が主体となり、スマートエネルギータウンプロジェ
クトを推進することとなっております。
　これは、上越新幹線本庄早稲田駅周辺土地区画整
理事業地区において、自然エネルギー（バイオマス、
地中熱、太陽光、太陽熱など）を有効に活用し、地
域のエネルギー・交通システム・市民のライフスタ
イルを統合的に組み合わせた新しいまちづくりの実
証研究でありまして、様々な研究開発及び実験が行
われると伺っております。
　私といたしましては、持続可能な社会への転換に
は自然エネルギー事業は欠くことのできないものと
認識しておりますが、現時点では、国の動向や研究
機関の成果など、諸情勢を見極めつつ、柔軟に対応し、
よりよい市の方針を構築していくことが大切であろ
うと考えております。そのうえで、本市にふさわし
い自然エネルギー事業に取り組みたいと考えており
ます。
　（平成23年６月24日　回答）
※平成24年５月１日、本庄市は「埼玉エコタウン」
に選定され、環境に配慮したまちづくりを展開します。

Q　公園の子供用遊具も更新時期を迎えているもの
が多いようですが、更新時には大人用健康遊具の設
置等できないものでしょうか。年輩者も歩くだけで
なく体力をつける補助用具などあると、利用する方
も多いのではないかと思います。

A　市では平成22年度に、市民のみなさまとの協働
により、若泉運動公園、若泉第一公園、若泉第二公
園を含め、老朽化した施設等の再整備計画を作成し
ました。
　多くの市民のみなさまに快適に利用していただけ
るよう、これらの工事を５年間で実施する計画です。
主なものとしては、市民プール跡地に人工芝の多目
的グラウンドや駐車場の整備、５ヶ所のトイレのリ
ニューアル、園路や照明灯の再整備などです。
　ご提案の大人用健康遊具につきましては、ご高齢
の方にもご利用いただける大変良いアイデアですの
で、この再整備事業の中で設置したいと思います。
　（平成24年３月19日　回答）
※多目的グラウンドは平成24年４月に開設しました。

Q　本庄市役所の車椅子は、すぐに利用できる状態
ですか。
　また、本庄早稲田駅周辺の駐車場に、身体障害者
向け駐車場はどこにありますか。

A　市役所本庁舎には、車椅子が市民ホールに２台、
夜間受付の通用口に１台設置してあります。これら
の車椅子については、１週間に１回、タイヤの空気
圧の確認など安全にご利用いただける状態であるか
点検しております。
　次に、本庄早稲田駅の身体障害者向け駐車場の設
置場所でございますが、３ヶ所の民間駐車場（時間貸）
におきまして、それぞれ２台分、合計６台分の設置
を確認しております。現在、本庄早稲田駅周辺では
道路築造などの公共工事等が行われ、駅利用者等の
みなさまには、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理
解をお願いいたします。
　（平成24年１月23日　回答）

　市内で活動している団体・グループのみなさんから
市長が直接お話をお聞きし、市政に活

い

かすため、「市
民と市長の対話集会」を行っています。市の現状や
課題等についてスライドなどを用い、市長からご説

明します。日程等は調節し
ますので、お気軽にお問い
合わせください。

※申込書は秘書広報課（市
役所３階）にあります。ま
た、市ホームページの「市
長の部屋」からもダウン
ロードできます。

メガソーラーの誘致を 公園に大人用の健康遊具を

市役所車椅子の設置状況などは

団体・グループのみなさん

市長と気軽に話をしてみませんか！？
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＊封筒の形に切り取り、中央を折ってからのりしろ
　部分を封筒の外側に貼り付けてください。

差出有効期限
平成25年12月
31日まで (

受
取
人)

本
庄
市
本
庄
三
丁
目
五
番
三
号

本
庄
市
役
所
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庄
市
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手
を
貼
ら
ず
に
お
出
し
く
だ
さ
い

行

吉
田
信
解

市長への手紙の出し方

　裏面への記入が済みましたら、線に
沿って封筒の形に切り取り、中央を折っ
てからのりしろ部分にのりを付け、封筒
の形に仕上げて切手を貼らずにお出しく
ださい。

裏面への記入にあたって

①あなたのご意見と差出人欄に、必要事項をご記
入ください。
②手紙の公開について
　お寄せいただいたご意見とその回答を公開する
ことにより、市民のみなさんとさまざまな問題
を共有できるようになります。公開は、主に市の
ホームページ（一部広報紙）で行います。

※匿名の場合は、公開の対象にはなりません。

　公開にあたっては、本人又は関係者等のプライ
バシーが侵害されることのないよう、住所・氏名
や個人が特定される情報等は、掲載いたしません。
　お手紙の内容を公開してほしくない場合には、
記載欄の下段の“いいえ”を○で囲んでください。

※この専用封筒の差出有効期間は、平成25年12月
31日までです。有効期間内は、切手を貼らずに出
すことができます。

回答について

　いただいたご意見につきましては、できるだけ
回答いたしますが、次の場合には原則として回答
しません。

①氏名・住所が不明なもの
②特定の個人や団体等を侮辱又は誹

ひ

謗
ぼう

中傷したもの
③営利企業等の宣伝又はこれに類するもの
④担当職員が直接お会いし、もしくは、お電話等
で説明したことにより、ご理解をいただいたと
思われるもの
⑤「市長への手紙」の趣旨から外れた内容のもの、
又は、手紙の内容の意味や意図が不明なもの

★お問い合わせ先　
　〒367-8501　本庄市本庄３丁目５番３号
　本庄市役所企画財政部秘書広報課広報広聴係
　電話２５－１１５５（直）



あなたの声を市政に！「市長への手紙」
　日ごろ、市政に対して感じていることや望むこと、考えていることなどがありましたら、
ぜひこの手紙に書いてお寄せください。

（差出人）

私の提言・意見（　　　　　　　　　　　　　　　）について

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

の　
　

り　
　

し　
　

ろ

（本文）

○ 回答を希望しますか。
　 ・希望します
　 ・希望しません

○ 公開してもよろしいですか。
（個人が特定される情報は掲載しません。また、匿名の場合は公開しません。）

※それぞれどちらかを○で囲んでください。

・はい ・いいえ

住　所

氏　名 電話 ( ）
職　業 年齢 性別 男　・　女歳

本庄市の将来像
い

のち

あなたが活かす、みんなで育む、安全と安心のまち 本庄

～世のため、後のため～
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本庄市長

市
の
収
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せ

５
月
〜
８
月
は
農
薬
危
害
防

止
運
動
期
間
で
す

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　(本庄市保健センター内☎㉓３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、
確認してからお出かけください。

７月８日㈰ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎73１５７５

７月15日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎34２３１３

７月16日㈷ うめだクリニック 美里町広木 ☎76４１５１

７月22日㈰ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎㉔２３１３

７月29日㈰ 生 坂 医 院 本庄４丁目 ☎㉒４６７０

８月５日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎㉒２０４８

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利
用ください。県内であれば、プッシュ回
線の電話や携帯電話から「#8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～ 11時
・ 日曜日、休日、年末年始 午前９時～午
後11時

★119番は、緊急時(火災やけが人など)の
受付専用電話番号です。夜間など、時間外
に診療可能な病院については、児玉郡市広
域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案内
していますので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や本庄市・児玉
郡以外の病院をご案内する場合もあります。

◎小学校校庭の測定結果（測定日：５月23日）　　　　　　
　今回の測定結果は、0.052 ～ 0.126μSv/h（マイクロシーベルト／時間）でした。

　なお、測定値には自然から受ける放射線量が含まれています。測定値は、計測の時間帯や天候等に影響を受けること

があるため、あくまでも参考の数値となります。　　　　　　　　　  

◎市の施設の測定結果（測定日：２月21日・３月６日・５月８日）

― 市内の空間放射線量測定結果 ―

◇◆空間放射線量・放射性物質測定結果のお知らせ◆◇

　市と本庄上里学校給食センターでは、提供した給食等の安全性を確認的に検証するため市立小中学校及び市立保育所

を対象に「給食まるごと検査」を実施しています。６月第２週分（６月２日～８日）、６月第３週分（６月９日～ 15日）

いずれも放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした。

★教育総務課☎㉕１１８２、子育て支援課☎㉕１１２８、本庄上里学校給食センター☎㉔２６２１

― 市立小中学校及び保育所の給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施しています。市内で採取したタマネギ（採取日６月４日・５日　判

明日６月７日）、ジャガイモ（採取日６月11日・12日　判明日６月14日）、原乳（採取日６月13日　判明日６月13日）

の放射線セシウムは、全て基準値を下回りました。 ★農政課☎㉕１１７７

― 農畜産物等の放射性物質測定結果 ―

測定箇所
測定値

（μSv/h）
測定箇所

測定値
（μSv/h）

測定箇所
測定値

（μSv/h）
測定箇所

測定値
（μSv/h）

市 役 所 0.073～0.101 都 島 浄 水 場 0.139 金屋第二配水場 0.067 稲 沢 配 水 場 0.059

図書館本館 0.070～0.106 下真下受水場 0.078 太駄上配水場 0.071 西 小 平 配 水 場 0.068

寿学童保育室 0.063 児 玉 浄 水 場 0.085 太駄中配水場 0.088 間瀬増圧ポンプ場 0.079

水 道 庁 舎 0.059～0.091 金 屋 浄 水 場 0.087 平 沢 配 水 場 0.067 高 柳 配 水 場 0.074

第二浄水場 0.090～0.096 金屋第一配水場 0.077 河 内 配 水 場 0.100

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

２日㈪・９日㈪・17日㈫・23日㈪・30日㈪・８月６日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

２日㈪・９日㈪・17日㈫・23日㈪・30日㈪・８月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

12日㈭～ 16日㈷

今月の納税納付 ［納期限：７月31日㈫］
・固定資産税　２期　・国民健康保険税　　　　１期
・介護保険料　１期　・後期高齢者医療保険料　１期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　７月５日㈭・８月６日㈪　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

しんげの
一言メッセージ市長コラム
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★ 

埼
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県
薬
務
課
☎
０
４
８―

８
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０―

３
６
３
３
、
埼
玉
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農

産
物
安
全
課
☎
０
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８―

８
３
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４
０
５
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農
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７
７
、
市
環
境
産
業
課

☎
72
１
３
３
１
（
内
線
２
３
４
）

★
会
計
課
☎
㉕
１
１
１
７

※委託日は６月１日、委託期間は６月１日から平成25年３月31日までです。

受託者氏名（受託者
名称及び代表者名）

受託者住所
（受託者所在地）

委託事務内容

㈱東庄
　代表取締役
　野田　貞之

本庄市朝日町
３ー１ー４０

武道館使用料収納事務、弓道場使
用料収納事務、庭球場使用料収納
事務、市民グラウンド夜間照明施
設使用料収納事務、若泉多目的グ
ラウンド使用料収納事務

★自治防災課☎㉕１１８４

　日本社会の直面する大きな課題は、公共施設や道路・
橋・上下水道などインフラの老朽化への対応です。そ
の数量はぼう大なものになります。
　今後市では、市民プラザ跡地への複合施設の建設と
児玉総合支所の建て替えを行います。これらの事業を
行う大きな理由の一つに、古い公共施設の統廃合があ
ります。（統廃合予定の施設は広報ほんじょう６月号に
掲載）
　現在ある多くの公共施設は古い耐震基準の時代に建
てられており、様々な箇所の修繕・更新という課題を
抱えております。しかし市の財政の見通しを考えると
全ての施設を同じように維持管理し、また建て替える
ことは出来ません。市民の皆様の様々な活動の拠点を
将来にわたって確保するためにも、財政状況が許す間
に耐久性があり維持管理しやすい施設を建設し、可能
な限り古い施設の機能を統合するべきでしょう。その
後古い施設は安全性と採算性の面からも解体し、土地

の売却や新たな用途への転換をはかることが必要です。
　また市では「橋の長寿命化修繕計画」を策定してい
ます。これは橋が老朽化する前に予防的な修繕を計画
的に行おうとするものです。
　問題は公共施設や橋だけではありません。高度経済
成長期に一挙に建設された道路や上下水道が、これま
た一挙に老朽化するため、今後の維持管理費はばく大
な金額が予想されます。市内17の小中学校の校舎、体
育館も、耐震工事や建て替えが終わっても、いずれは
順次手を入れていかなければなりません。
　後世に大きなツケを残さないよう、まして不測の事
故などが絶対に起きないよう、これまでの右肩上がり
の時代の公共施設のあり方を今後大幅に見直し、市民
の皆様にきちんと説明しつつ、その統廃合や整理を実
施していく必要があると私は考えております。持続可
能なまちづくりのために、このような取り組みについ
て皆様のご理解をお願い致します。

老朽化する公共施設・インフラにどう対応するか



（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）
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催　

し

第
26
回
自
衛
消
防
隊
屋
内
消

火
栓
操
法
大
会
を
開
催

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

（
新
規
講
習
・
再
講
習
）
の
お

知
ら
せ

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
５
億
円
」「
１
等
は
、
ぐ
ー
ん

と
増
額
の
４
億
円
」

　

１
等
は
４
億
円
×
26
本
。
前
後

賞
は
各
５
、
０
０
０
万
円
×
52
本
。

２
、
０
０
０
万
サ
マ
ー
と
同
時
発

売
し
ま
す
。

発
売
期
間　

７
月
９
日
㈪
〜
27
日

　

㈮
※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

★
㈶
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

０
４
８―

８
２
２―

５
０
０
４

非
核
平
和
パ
ネ
ル
展
を
開
催

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の

実
現
へ
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
、

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時 

７
月
４
日
㈬
〜
11
日
㈬　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
４

　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

①
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
所
、

店
舗
そ
の
他
多
数
の
人
が
出
入
り

又
は
居
住
す
る
建
物
（
収
容
さ
れ

る
人
の
数
が
、
不
特
定
の
人
を
収

容
す
る
建
物
は
30
人
以
上
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
祉

施
設
等
は
10
人
以
上
、
そ
の
他
の

建
物
は
50
人
以
上
）
に
は
、
消
防

法
で
定
め
る
資
格
を
持
つ
防
火
管

理
者
を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈬
・
26
日
㈭

　

 

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時
40

分　
会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
、
０
０
０
円

申 

込　

７
月
９
日
㈪
か
ら
申
込
書

に
証
明
写
真
（
縦
２
・
５
㎝
×
横

２
㎝
）
を
添
付
し
、
直
接
消
防

本
部
へ
（
土
・
日
・
休
日
を
除

く
）

②
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　

劇
場
、
飲
食
店
、
店
舗
、
ホ
テ

ル
、
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
建
物
（
特
定
防
火

対
象
物
）
の
う
ち
、
収
容
人
員
が

３
０
０
人
以
上
で
甲
種
防
火
対
象

物
の
防
火
管
理
者
は
、
甲
種
防
火

管
理
講
習
の
修
了
日
か
ら
５
年
以

内
に
再
講
習
を
受
講
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

日 

時 

７
月
20
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
40
分

会 

場　

児
玉
郡
市
広
域
総
合
セ
ン

タ
ー

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円

申 

込　

７
月
９
日
㈪
か
ら
申
込
書

に
証
明
写
真
（
縦
２
・
５
㎝
×

横
２
㎝
）
を
添
付
し
、
甲
種
防

火
管
理
講
習
修
了
証
（
新
規
又

は
再
講
習
時
の
も
の
）
を
持
参

の
う
え
、直
接
消
防
本
部
へ（
土
・

日
・
休
日
を
除
く
）

※
申
込
書
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消

防
本
部
及
び
各
消
防
署
で
配
布
又

は
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

ko
d
a
m
a
ko
uiki.jp

/)

か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　

課
☎
72
４
６
５
４

「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
」
講
演
会
を
開
催

日 

時　

７
月
14
日
㈯　

午
後
２
時
〜

５
時

　

受
付　

午
後
１
時
40
分
〜

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

３
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
�

講 

師　

小
暮　

敏
明　

氏(

社
会

保
険
群
馬
中
央
総
合
病
院
和
漢

診
療
科
部
長)

演 

題　

漢
方
薬
と
う
ま
く
つ
き
あ

う
方
法
〜
痛
み
！
漢
方
で
上
手

に
対
処
し
ま
し
ょ
う
〜

内 

容　
・ 

痛
み
や
諸
症
状
へ
の
対
処

・  

漢
方
医
学
と
は
？

・ 

漢
方
医
学
と
西
洋
医
学
の
違
い

・ 

痛
み
な
ど
に
関
す
る
漢
方
医
学

の
捉
え
方

対 
象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

定 

員　

１
０
０
人
程
度
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

７
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
フ
ァ
ッ
ク
ス
又

は
電
話
で
左
記
へ

★ 

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、

消
火
技
術
の
習
熟
及
び
初
期
消
火

態
勢
の
体
得
と
操
作
技
術
の
習
得

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と

お
り
自
衛
消
防
隊
屋
内
消
火
栓
操

法
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈪　

午
後
１
時
〜

会
場　

セ
ル
デ
ィ
駐
車
場

申
込
期
限　

８
月
６
日
㈪

※
実
施
要
綱
は
、
児
玉
郡
市
広
域

市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w
w
w
.ko
d
a
m
a
ko
uiki.

jp
/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
申
込

書
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
で

配
付
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊ 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ　
　

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
72
４
６
５
４

借金の返済でお悩みの人へ
無料相談窓口をご利用ください

　関東財務局では、消費者金融などからの
借り入れによる多重債務でお悩みの人のた
めに、無料相談窓口を常設しています。
　専門相談員が電話や面談で相談を受け、
必要に応じて法律の専門家に引継ぎをして
います。
　ひとりで悩まずにぜひご相談ください。

相談窓口　財務省関東財務局多重債務相談
　　　　　窓口
受付時間　午前９時～正午、午後１時～５時
　　　　　 （土・日・休日・年末年始を除く）
電話番号　０４８―６００―１１１３

埼玉県立 川の博物館　7月イベントカレンダー
　川の博物館では、川を体験する教室やおまつり、親子で楽しめる工作などいろいろなイベント
をご用意しています。ぜひご参加ください。

　 　
特別展「今だって氷河時代
　　　　～埼玉からさぐる気候変動～」

日時　７月14日㈯～９月２日㈰
　　　午前９時～午後５時（夏期延長あり）
内 容　くり返される気候変動について、それが
与える地球への影響を考えます。
費用　入館料（一般４００円）

かわサタ自然教室「竹の水鉄砲作り」

日時　７月14日㈯　午後１時30分～３時30分
内 容　昔ながらの竹の水鉄砲を作り、的当てゲー
ムをします。
対象　小学生以上
定員　25人（事前の申し込みが必要です。）
費用　２００円
用意　タオルなど

かわはく夏まつり

日時　７月29日㈰　午前10時～午後４時
内 容　暑い夏をかわはくで楽しもう！博物館な
らではの体験や実験が出来るお祭りです。
費用　入館料（一般４００円）

※電力事情により開館日・開館時間・イベント
など急に変更する場合もあります。
＊お問い合わせは下記へ
★埼玉県立川の博物館☎048-581-7333
　（大里郡寄居町小園39）
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ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

募　
　

集

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

生
涯
学
習
推
進
会
議
委
員
を

募
集

自
衛
官
を
募
集

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市

民
剣
道
大
会
」
を
開
催

◆
初
心
者
陶
芸
教
室

日 

時　

８
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
（
16
日
㈭
を
除

く
）
全
４
回　

午
前
10
時
〜
正

午
講
師　

平　

孝
作　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

申 

込　

７
月
19
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
う
り
の
粕
漬
け
教
室

日 

時　

７
月
25
日
㈬　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

講
師　

柿
沢　

喜
好　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
７
０
０
円

用 

意　

筆
記
用
具
、（
う
り
・
酒

か
す
・
塩
・
ザ
ラ
メ
）
約
10


を
持
ち
帰
る
大
き
め
の
袋
等

申 

込　

７
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
材
料
の
み

の
申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん
。）

◆
エ
ー
ジ
レ
ス
体
操
教
室

日 

時　

８
月
３
日
㈮
・
10
日
㈮
・

17
日
㈮　

全
３
回　

午
後
２
時
〜

４
時

講
師　

小
林　

由
美
子　

先
生

内 

容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ

チ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
腰
・

ひ
ざ
の
矯
正
、
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
柔
軟
体
操
を
指
導
し
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
運
動
靴
、
床
に
敷
く
た
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

７
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
和
紙
折
り
紙
教
室

日 

時　

７
月
18
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

安
藤　

和
美　

先
生

内 

容　

夜
空
に
咲
く
美
し
い
大
輪

の
花
火
を
作
製
し
、
額
に
入
れ

て
仕
上
げ
ま
す
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
ボ
ン
ド

申 

込　

７
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
親
子
廃
油
石
鹸
作
り
教
室
〜
家

族
で
エ
コ
を
考
え
よ
う
〜

日 

時　

７
月
31
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

五
十
嵐　

昌
代　

先
生

対
象　

ど
な
た
で
も

※
小
学
４
年
生
以
下
は
、
保
護
者

同
伴
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円
（
１
世
帯
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
（
汚
れ
て
も
良

い
服
装
）、
軍
手
又
は
ゴ
ム
手

袋
、
牛
乳
パ
ッ
ク
１
本
、
手
拭

い
、
帽
子

申 

込　

７
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

日 

時　

８
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回　

午

前
９
時
30
分
〜
正
午

講
師　

湯
本　

晴
枝　

先
生

内 

容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
エ
ス
ト

ポ
ー
チ
を
作
製
し
ま
す
。

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用 

意　

裁
縫
道
具
、
も
の
さ
し
、

筆
記
用
具

申 

込　

７
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
う
り
の
粕
漬
け
教
室

日 

時　

７
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

柿
沢　

喜
好　

先
生

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
７
０
０
円

用 

意　

筆
記
用
具
、（
う
り
・
酒

か
す
・
塩
・
ザ
ラ
メ
）
約
10


を
持
ち
帰
る
大
き
め
の
袋
等

申 

込　

７
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
材
料
の
み

の
申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん
。）

◆
８
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

開 

放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
た

だ
し
、
14
日
㈫
は
開
放
を
お
休

み
し
ま
す
。）

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 

午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
は
じ
め
て
の
パ
ン
作
り
教
室

日 

時　

７
月
31
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

申 

込　

７
月
18
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
基
礎
講
習
会
（
夜
の
ク

ラ
ス
）

日 

時　

７
月
25
日
か
ら
８
月
22
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
５
回

午
後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申 

込　

７
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習
会(

夜
の

ク
ラ
ス)

日 

時　

７
月
27
日
か
ら
８
月
24
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
５
回

午
後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申 

込　

７
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
家
族
和
太
鼓
体
験
教
室

日 

時　

７
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

ど
な
た
で
も

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
同
伴
。

講
師　

こ
だ
ま
和
太
鼓
会
会
員

内 

容　

本
物
の
和
太
鼓
を
使
っ
て
、

日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

和
太
鼓
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き

ま
す
。

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

７
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
浴
衣
着
付
け
教
室

日 

時　

７
月
17
日
か
ら
８
月
７
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回

午
後
７
時
〜
９
時

講 

師　

木
村　

幸
子　

先
生
（
山

野
流
着
物
着
付
師
）

内 

容　

浴
衣
の
着
付
け
の
イ
ロ
ハ

を
教
え
ま
す
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

浴
衣
、
帯
、
腰
ひ
も
２
本
、

伊だ

達て

締
め
１
本
、
タ
オ
ル
３
枚

申 

込　

７
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

日
時　

８
月
５
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
〜

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

参 

加
資
格　

小
学
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
目
（
個
人
戦
）　

　

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　

・
中
学
生
の
部

　

・
高
校
生
の
部

　

・
一
般
の
部

※
一
般
の
部
以
外
は
男
女
別
で
行

い
ま
す
。

参
加
費　

無
料

＊ 

申
し
込
み
は
、
７
月
21
日
㈯
ま

で
に
剣
道
連
盟
・
高
橋
（
☎
㉑

８
５
４
７
）
へ

　

広
く
市
民
の
声
を
生
涯
学
習
施

策
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
生
涯

学
習
を
発
展
推
進
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
生
涯
学
習
推
進
会
議
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

生
涯
学
習
に
関
心
を

持
ち
、
か
つ
現
在
具
体
的
な
活

動
を
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
市

内
在
住
者

募
集
人
員　

若
干
名

任 

期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応 

募
方
法　

７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

中
央
公
民
館
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

希
望
理
由
を
４
０
０
字
以
内
に

ま
と
め
、
左
記
へ
郵
送
又
は
持

参
（
必
着
）

郵
送
先　

〒
３
６
７―

０
０
３
１

　

本
庄
市
北
堀
１
４
２
２
（
本
庄

　

市
中
央
公
民
館
内
）

　

 

本
庄
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
※
採
否
に
つ
い
て
は
、
後
日
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
等
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

＊ 

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

防
衛
省
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

募集区分 応募資格 試験日
一般曹候補生

日本国籍を有し、18歳
以上27歳未満の人

９月17日㈷

自衛官候補生 男子：受付時にお知らせします。
女子：９月23日㈰～ 26日㈬のうち1日

航 空 学 生

日本国籍を有し、18歳
以上21歳未満の人
高等学校卒業者又は卒
業見込みの人

９月22日㈷

受付期間：８月１日㈬～９月７日㈮

千昌夫・新沼謙冶ジョイントコンサート
～がんばろう日本！～　を開催

日時　11月１日㈭　午後１時～
　開場　午後０時30分
会場　市民文化会館ホール
料金（全席指定）
　　Ｓ席　４,５００円    Ａ席　３,５００円
※チケットは、７月14日㈯から市民文化会館及び
各プレイガイドで発売します。
★市民文化会館 ☎㉔２８４１



　　

平成24年7月1日号

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
７
月
〜
８
月
）

行 政 ７月19日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

７月４㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬　午後１時～４時
◎８月の相談日
　　　　　８月１日㈬・８日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　８月22日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ８月15日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 ７月13日㈮　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ７月12日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ７月10日㈫・８月14日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
７月10日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
７月24日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

７月２日㈪・８月６日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ７月13日㈮・27日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター

☎048－522－6506法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

20

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　17日㈫　（振替休館日）
　　　　31日㈫　（館内整理日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

た
の
し
い
お
は
な
し
会

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
本
館

日 

時　

７
月
14
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分
・
７
月
28
日
㈯ 

午

後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内 

容　
「
夜
空
を
み
あ
げ
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
絵
本
や
紙
芝
居

協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　

７
月
14
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　

親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
星
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　

７
月
21
日
㈯　

午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内 

容　

世
界
名
作
ア
ニ
メ
「
そ
ん

ご
く
う
／
く
る
み
わ
り
人
形
」

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

日 

時　

７
月
５
日
㈭
・
８
月
２
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内  
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

宇宙の渚
ＮＨＫ取材班 編著

パ
ン
と
ス
ー
プ
と
ネ
コ
日
和

群 

よ
う
こ 

著

全
国
版
！
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
ガ

　

イ
ド
２
０
１
２

　

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

発
行

図
説　

オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史

佐
藤 

弘
幸 

著

ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ
せ
た

　

男　

 　
　
　
　

高
野 

誠
鮮 

著

「
働
く
マ
マ
」
の
時
間
術

馬
場 

じ
む
こ 

著

す
べ
て
は
今
日
か
ら

児
玉 

清 

著

最
新
図
解　

ス
ッ
キ
リ
わ
か
る
！

　

レ
ン
ズ
の
基
本
と
し
く
み

河
合 

滋 

著

ア
ジ
ア
で
花
咲
け
！
な
で
し
こ
た

　

ち　

 　
　

た
か
ぎ 

な
お
こ 

著

３
６
５
日
の
寄
せ
植
え
ス
タ
イ
ル

黒
田 

健
太
郎 

著

し 

っ
か
り
食
べ
て
カ
ラ
ダ
の
中
か

ら
キ
レ
イ
に
な
る
！
お
酢
レ
シ

ピ 

岩
﨑 

啓
子 

著

生
き
も
の
の
ヘ
ン
な
顔

小
宮 

輝
之 

監
修

★
今
月
の
児
童
図
書

ふるさと 60年
戦後の日本と
私たちの歩み
道浦 母都子 文

バ
ー
ゼ
ル
よ
り　

 　

 

美
智
子 

著

子
ど
も
落
語
家
り
ん
り
ん
亭
り
ん

　

吉 

藤
田 

富
美
恵 

著

海
辺
の
宝
も
の

ヘ
レ
ン
・
ブ
ッ
シ
ュ 

著

し
ご
と
ば　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

鈴
木 

の
り
た
け 

作

な
ぜ
カ
ツ
ラ
は
お
お
き
く
な
っ
た

　

の
か
？　

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ク
ル
ル 

文

も
り
た
ろ
う
さ
ん
の
じ
ど
う
し
ゃ

お
お
い
し 

ま
こ
と 
著

セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ

藤
城 

清
治 

影
絵

が
ん
ば
っ
ぺ
！
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ

　

く
し
ま　

 　
　

中
村 

庸
夫 

著

せ
い
ふ
く
図
鑑

勝
倉 

峻
太 

写
真

あ
り
が
と
う
っ
て
い
い
も
ん
だ

森
山 

京 

作

ピ
ア
ノ
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

み
や
こ
し 

あ
き
こ 

作

★
今
月
の
一
般
図
書

エ
ス　

 　
　
　
　

鈴
木 

光
司 

著

十
二
単
衣
を
着
た
悪
魔

　
　
　
　
　
　
　

内
館 

牧
子 

著

華
族
夫
人
の
忘
れ
も
の

　
　
　
　
　
　
　

平
岩 

弓
枝 

著

江
戸
夕
し
ぐ
れ 　

縄
田 

一
男 

編

悲
し
む
の
は
、
悪
い
こ
と
じ
ゃ
な

　

い　

 　
　
　
　

香
山 

リ
カ 

著

「
砂
糖
」
を
や
め
れ
ば
10
歳
若
返

　

る　

 　
　
　
　

白
澤 

卓
二 

著

お
し
ゃ
れ
上
手
に
年
を
重
ね
て

　
　
　
　
　
　
　

西
村 

玲
子 

著

美
女
の
七
光
り 　

林 

真
理
子 

著

ブ
ル
ー
ス
カ
イ 　

桜
庭 

一
樹 

著

これから見られる
日食と月食
データブック
片山 真人 著

さ
よ
な
ら
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ

　

ビ
ン 　
　
　

高
橋 

源
一
郎 

著

農
家
が
教
え
る
品
種
（
た
ね
）
選

　

び
読
本　

 　
　
　

 

農
文
協 

編

首
・
肩
・
腕
の
痛
み
と
し
び
れ
を

　

と
る
本　

 　

井
須 

豊
彦 

監
修

T
h
e
 B
lo
o
d
 S
c
o
o
p
e
r

M
O
R
I H
iro
sh
i 

著

や
っ
ぱ
り
マ
マ
の
お
べ
ん
と
う
が

　

好
き 

　
　

藤
井 

恵 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

兵
士
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

　
　

ジ
ャ
ン
ニ
・
ロ
ダ
ー
リ 

作

よ
ろ
し
く
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　

内
田 

麟
太
郎 

作

が
た
ん
ご
と
ん
が
た
ん
ご
と
ん
ざ

　

ぶ
ん
ざ
ぶ
ん 　

安
西 

水
丸 

作

き
ゃ
っ
き
ゃ
キ
ャ
ベ
ツ

い
わ
さ 

ゆ
う
こ 

作

お
ば
け
の
学
校
ド
キ
ド
キ
め
い
ろ

　
　
　

小
野
寺 

ぴ
り
り
紳 

作

イ
モ
ム
シ
・
ケ
ム
シ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
大

　

図
鑑　

 　
　
　

中
島 

秀
雄 

著

な
み
だ
で
く
ず
れ
た
万
里
の
長
城

　
　
　
　
　
　
　

唐 

亜
明 

文

日
本
の
電
車
大
研
究

　
　
　
　
　

川
島 

令
三 

監
修

い
ろ
い
ろ
な
形
・
き
れ
い
な
形

　
　
　
　
　
　

瀬
山 

士
郎 

文

お
菓
子
の
本
の
旅

　
　
　
　
　

小
手
鞠 

る
い 

著

お
ば
け
や
し
き
に
お
ひ
っ
こ
し

　
　
　
　

カ
ズ
ノ
・
コ
ハ
ラ 

作

ま
る
ご
と
近
所
の
生
き
も
の

　
　
　
　
　

木
村 

義
志 

監
修

岩をたたくウサギ
よねやま ひろこ

再話
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障害者生活支援センター『さわやか』　☎㉕5620　　FAX㉕5640

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

相 談 名 日　時 会　場 相 談 名 日　時 会　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

絵手紙教室
７月28日㈯
午前９時30分～
11時30分

勤労青少年ホーム

視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分～
３時30分

もの作りクラブ
７月27日㈮
午後１時30分～
３時30分

ボッチャ練習会
（身体障害者のためのスポーツ）

7月25日㈬
午後１時30分～
３時30分

エコーピア
理学療法士による
相談
（身体障害のある人）

７月21日㈯
午後１時～３時

※各種相談は予約制
※８月の相談予約は、７月20日㈮から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）



環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線224)

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

医
療
�
�

本
庄
市
児
玉
郡
歯
科
医
師
会

平成24年7月1日号 2223

日　程 内　容 会　場

７月23日㈪ のりものあそび 日の出児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこニコニコタイム」
午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

７月18日㈬ 金魚すくいごっこをしよう かさ袋であそぼう 親子体操（講師：立石明子先生）

７月25日㈬

水遊び（着替えとタオル持参） 水遊び（着替えとタオル持参）

おはなし広場「てんとうむし」

８月１日㈬ 魚つりあそび 会場は、児玉保健セ
ンター２階集団指導
室に変更となります。８月８日㈬ 誕生会

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（休日を除く）
場所　 前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て

支援室

（７月～８月上旬）

今後の集団資源回収予定表

天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～ 11時30分
協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」の

みなさん

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

～夏の“生ごみ”水きりをしっかりと！～

※ 本庄子育てネットの「ママサロン」は、７月17日㈫に子育て支援センター「いずみ保育所・☎㉒4891」
で開催されます。時間は午前10時30分から11時３０分です。事前の申し込みは不要ですので、お気軽に
お越しください。          
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　調理前の食材のくずは、直接ごみ袋へ捨てましょう。流し台には水きり
ネットを使い、捨てる前にもうひと絞りしましょう。悪臭が軽減し、ごみ
収集所の美化につながるほか、ごみの重量が減り、焼却炉の燃焼効率向上
にもなります。

※事前の申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

８月から「児玉つどいの広場」開催場所・曜日が変更になります。

　児玉総合支所第２庁舎内の改修工事により、「児玉つどいの広場」が児玉保健センター２階へ移動します。
また、開催日の変更もあります。詳しくは前原児童センターへお問い合わせください。
※車でお越しになる際は、児玉総合支所内駐車場又は児玉中学校南側駐車場をご利用ください。

★本庄市保健センター2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

７月12日㈭　
午前９時30分～ 11時
(会場：児玉保健センター）

定員あり。
各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）

８月30日㈭
午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など ７月18日㈬・８月８日㈬

午前10時～正午

母乳・沐
もく

浴 母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

７月21日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 ７月27日㈮
午前９時30分～正午

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎㉔２００３）へ。

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
ね
が
っ
て
「
５
歳
児
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
す

　

５
歳
の
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い

て
、
就
学
ま
で
に
身
に
つ
け
た
い

力
（
家
で
の
か
か
わ
り
方
・
過
ご

し
方
）
や
、
爪
か
み
・
指
し
ゃ
ぶ

り
等
の
癖
な
ど
を
心
理
士
が
講
話

し
ま
す
。

日　程 会　場
７月30日㈪ 本庄市保健センター
８月23日㈭ 中 央 公 民 館
９月１日㈯ 本庄市保健センター
９月25日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー
10月18日㈭ 本庄市保健センター

時間　①午前９時30分～10時30分
　       ②午後１時30分～２時30分
※①・②は同じ内容です。

対 

象　

市
内
在
住
で
今
年
度
に
５

歳
に
な
る
お
子
さ
ん
（
平
成
19

年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
が
い
る
保
護
者

申 

込　

各
日
程
の
３
日
前
ま
で
に

電
話
又
は
直
接
本
庄
市
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

※
講
演
会
終
了
後
に
個
別
相
談
も

行
い
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

口
腔�

�

�
�

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
が
ん
に

か
か
る
人
は
確
実
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
傾
向
は
、
歯
科
の
分

野
で
も
同
様
で
す
。

　

口
腔
が
ん
は
、
口
の
中
の
歯
以

外
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
で
き
ま

す
。
消
化
器
官
の
入
り
口
に
が
ん

が
で
き
る
た
め
、
直
接
目
で
確
認

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の
た

め
、
注
意
を
し
て
い
れ
ば
早
期
に

発
見
し
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

具
体
的
な
発
生
箇
所
は

　

発
生
箇
所
は
多
い
順
に
、
①
舌

の
周
囲
、②
歯
肉
、③
口
腔
底
（
下

あ
ご
の
歯
肉
と
舌
の
間
）、
④
頬

粘
膜
（
ほ
っ
ぺ
た
の
内
側
）、
⑤

上
あ
ご
の
内
側
と
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か

　

が
ん
の
例
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

舌 

に
発
生
す
る
場
合　

ふ
ち
に
で

き
や
す
く
、
色
が
変
化
し
て
赤

く
見
え
た
り
盛
り
上
が
っ
た
り

し
、
表
面
が
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

歯 

肉
に
発
生
す
る
場
合　

腫
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
大
き
な
盛
り

上
が
り
や
出
血
も
あ
り
ま
す
。

頬 

粘
膜
に
発
生
す
る
場
合　

白
く

見
え
、
表
面
が
ざ
ら
ざ
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
し
こ
り
が
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
徴
的
な
も
の
を
あ
げ
ま
し
た

が
、
が
ん
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

も
の
が
あ
り
、
一
様
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

早
期
発
見
方
法
は

　

直
接
目
で
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
鏡
を
見
て
次
の
点
に
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

肥
大
し
た
腫
れ
や
し
こ
り
が
あ

る
か

・ 

色
が
変
化
し
、
赤
や
白
（
白
板

症
）
く
な
っ
て
い
る
粘
膜
は
な

い
か

・ 

口
内
炎
と
思
っ
た
が
荒
れ
が
２

週
間
以
上
た
っ
て
も
な
か
な
か

よ
く
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
か

予
防
方
法
は

・
た
ば
こ
や
お
酒
を
控
え
る
こ
と

・
虫
歯
を
治
療
す
る
こ
と

・ 

合
わ
な
い
義
歯
の
修
理
を
す
る

こ
と

　

口
腔
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
刺
激
で
舌
や
粘
膜
を
痛
め
な

い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

日
頃
か
ら
歯
石
な
ど
を
定
期
的

に
取
り
除
き
、
お
口
の
中
を
清
潔

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
、
い
た

ず
ら
に
心
配
を
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 日 程 時 間 回収場所等 問い合わせ

８月５日㈰ 午前９時～ 11時 総合支所

回収品目：古紙類・缶類
ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）７月15日㈰

午前９時～ 11時 市役所

午後１時～３時 市民プラザ跡地

７月14日㈯ 午前９時～ 11時 本庄南公民館　 回収品目：古紙類・缶類 佐久間さんち ☎㉒９３００

７月18日㈬ 随時受付
就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）回収品目：古紙類・缶類

ポノポノ ☎㉓２１９５
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　昔から、朝夕に庭先や玄関先に打ち水をする習慣がありました。水
は蒸発するときに熱を奪うため、打ち水をすると涼しくなります。
　これはこの夏懸念される電力不足に対応することにもつながります。
　そこで、７月22日㈰大暑から８月23日㈭処暑までの間、「打ち水を
本庄の風物詩にしよう」を合言葉に、みなさんの家庭や職場でも打ち
水をしてみませんか。

　市民のみなさん、一斉に打ち水をしませんか。
　当日はイベント会場を下記のとおり設けます。バケツやじょうろに水
を入れてお越しください。
日時　７月27日㈮　午後３時～（雨天中止）
会場　本庄駅南口前通り線（コミュニティセンター周辺約１５０ｍ区間）
※打ち水終了後、イベント会場本部で記念品を差し上げます。（数量限定）

★下水道課☎㉕１１４６

　物づくりや楽しい実験を通じて科学を学び

ましょう。分からない事はお兄さん、お姉さ

んがやさしく教えてくれます。

日程

①７月28日㈯

　｢子ども未来実験教室｣

②８月４日㈯

　｢本庄ユニラブ２０１２｣

③８月５日㈰

　｢夏休み親子スーパーサイエンス教室｣

※①～③とも複数の講座を開催します。

会場

《①②》早稲田リサーチパーク・コミュニケー

ションセンター

《③》早稲田大学本庄高等学院

費用　無料

申込　７月５日㈭から18日㈬までに、ホー

ムページ(http://www.howarp.or.jp/)内

の応募フォームから応募してください。

※応募多数の場合は抽選となります。

★㈶本庄国際リサーチパーク研究推進機構

☎㉔７４５５・FAX㉔７４６５

日
時　

７
月
26
日
㈭　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

内
容

・
下
水
道
施
設
の
見
学
（
下
水
を
き
れ
い
に
す
る
仕
組

み
に
つ
い
て
）

・
水
質
実
験
の
体
験
（
顕
微
鏡
で
の
微
生
物
観
察
な
ど
）

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
２
人
１
組
）

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

７
月
９
日
㈪
か
ら
20
日
㈮
ま
で
（
土
・
日
・
休

日
を
除
く
）
に
電
話
で
左
記
へ
（
受
付
時
間　

午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

★
（
公
財
）
埼
玉
県
下
水
道
公
社
荒
川
左
岸
北
部
支
社

小
山
川
支
所
☎
㉑
７
９
９
７

　

親
子
で
飯
ご
う
を
使
っ
て
の
自
炊
体
験
や
、
カ

レ
ー
作
り
を
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

８
月
４
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場　

ふ
る
さ
と
の
森
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

用
意　

手
拭
き
用
タ
オ
ル

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

費
用
（
サ
ラ
ダ
・
デ
ザ
ー
ト
・
飲
み
物
付
）

　

大　

人　

７
０
０
円

　

子
ど
も　

３
０
０
円

＊
申
し
込
み
は
、
７
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又
は
直
接

公
園
指
定
管
理
者
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
リ
ー
ン
本
庄
の

会
代
表
者
・
㈱
清
香
園(

☎
㉒
３
４
１
４)

へ

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
７

本庄早稲田の杜「こどもサマーセミナー」

“涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦２０１２

〜
夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室
〜

もうすぐ夏休み！いろいろなイベントが始まるよ

　打ち水をするときは、自動車
や歩行者の通行の妨げにならな
いことなど交通事故を起こさな
いよう十分注意しましょう。

打ち水をする際の注意事項

市民一斉打ち水大作戦を行います

～夏休みワクワク実験教室～


